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源氏の氏神、武士の都・鎌倉の文化の起点
鶴
つるが

岡
お か

八
は ち

幡
ま ん

宮
ぐ う

　地図P11C1  参照 P86
八幡神を祀る神社は、全国に4万社以上

あると言われる。古くより源氏の氏神とされ、
「武運の神」としても全国で信仰された。
平安時代、東北平定を果たした 源

みなもとの

頼
より

義
よし

（988～1075）は、その帰路、鎌倉由
ゆ

比
い

郷
ごう

に、
源氏の氏神である、京都の石

いわ

清
し

水
みず

八
はち

幡
まん

宮
ぐう

の御分霊を勧
かん

請
じょう

した。それから約120年後
の治

じ

承
しょう

4年（1180）、頼義の子孫にあたる
源頼

より

朝
とも

（1147～99）が鎌倉に入った。しかし、
建
けん

久
きゅう

2年（1191）3月鎌倉大火により、全て
灰
かい

燼
じん

と化した。頼朝は改めて石清水八幡宮

を勧請する為、大臣山の中腹を切り開き社
殿の造営をはじめた。同年11月には石清水
八幡宮の御分霊が正式に勧請され、若宮
及び末社等の遷

せん

宮
ぐう

が行われ、今日に続く上
下両宮の姿となった。二代将軍源頼

より

家
いえ

（1182

～1204）も白旗神社や今宮（新
いま

宮
みや

）を造営した
という。
頼朝の死後、執権を務めた北条氏をはじ

め、足
あし

利
かが

氏・上杉氏や小田原北条氏、豊
とよ

臣
とみ

氏そして徳川氏などの時の権力者も、数多
くの焼失を繰り返した社殿の修復に努めた。
現在の若宮（下宮）は二代将軍徳川秀

ひで

忠
ただ

が着工し、三代家
いえ

光
みつ

の寛
かん

永
えい

元年（1624）に、

小町通り・若宮大路
エリア

鶴岡八幡宮、若宮大路、小町通りがあり、観光都市鎌倉の中心部。鶴岡八幡宮の大石
段を上って楼門前で振り向くと、若宮大路が鎌倉市街を海までまっすぐ貫いているのが分かり、
源頼朝の町づくりが今も息づいている。レンタサイクル利用もおすすめのエリアだ。
「若宮大路」は、治承6年（1182）に源頼朝が整備した由

ゆ

比
い

ヶ
が

浜
はま

から鶴岡八幡宮への参道で
平安京の朱

す

雀
ざく

大路になぞらえて造成された。若宮大路中央の、一段高い参道「段
だん

葛
かずら

」は、妻北
条政子の安産を祈願して、頼朝の指揮のもと、御

ご

家
け

人
にん

たちが土石を運んで築造したと伝えられてい
る。鶴岡八幡宮の大石段上にある楼門から見下ろすと、道がまっすぐに海に向かっているのが見え
る。海岸から、寛

かん

文
ぶん

8年（1668）の銘をもつ、花
か

崗
こう

岩
がん

造りの一ノ鳥居（大鳥居）、鎌倉駅から
徒歩5分程の二ノ鳥居、さらに鶴岡八幡宮境内入口の三ノ鳥居までは約2kmあり、鉄筋コンク
リート造りの二ノ鳥居から三ノ鳥居まで段葛が続く。当初は由比ヶ浜から三ノ鳥居まであったが、
室町時代には浜寄りの部分は失われていたという。
「小町通り」は、ＪＲ鎌倉駅東口から鶴岡八幡宮まで若宮大路と平行に走る通りで、伝統的
な土産物屋からファッショングッズ、鎌倉にしかない店や鎌倉店限定のスイーツ、鎌倉・江ノ島
の食材を使用したグルメまで幅広く店があり、ショッピングや食事、カフェなどが楽しめる。でも、
他の観光客やお店への迷惑行為となるような「食べ歩き」は、やめときましょう。
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P32

11

小町通り・若宮大路エリア

鎌
倉
駅

平家池

御
谷
川

源氏池

扇
川

滑川

西御門川

Ｊ
Ｒ
横
須
賀
線

宝
戒
寺
ト
ン
ネ
ル

至 逗子・横須賀

横浜国立大
教育人間科学部
附属鎌倉小・中

第二中

清泉小

夷堂橋碑

万葉集研究遺跡碑

比企能員邸址碑

東勝寺旧蹟碑

青砥藤綱旧蹟碑

西御門碑
法華堂跡碑

畠山重忠邸址碑

筋替橋碑

勝長寿院
旧蹟碑

大蔵幕府旧蹟碑

北條執権邸
旧蹟碑

土佐坊昌俊邸
址碑若宮大路

幕府旧蹟碑

扇谷上杉管領
屋敷遺迹碑

太平寺跡碑

今宮碑

二
十
五
坊

旧
蹟
碑

段葛碑

鉄井碑

藤谷黄門遺跡碑

相
馬
次
郎
師
常
之
墓

源平池碑

宇津宮辻幕府旧蹟碑

日蓮聖人辻説法之址碑

500m0

若宮大路

八幡宮

鎌倉
八幡宮前

八幡宮裏

岐れ道大学前

鎌
倉
駅

鎌
倉
駅

入
口

県立近代美術館
鎌倉別館

野尻邸（旧大佛次郎茶邸）

英国アンティーク博物館
BAM鎌倉

青梅聖天社

妙伝寺

今宮（新宮）

川
合
邸（
旧
小
菅
邸
）

石
島
邸

義
時
墓

本覚寺

宝戒寺

巨
福
呂
坂
切
通
し

巽
神
社 

旗上
弁財天社 

東勝寺橋

祖師堂
二天門

腹切りやぐら

本堂

蛇苦止堂

妙本寺総門

鎌倉局

観光案内所

清川病院
（旧鎌倉養生院）

三河屋本店

湯浅物産館聖ミカエル教会

二ノ鳥居

紅葉山やぐら

鎌倉文華館
鶴岡ミュージアム

 
 

白旗神社

法
華
堂
跡

（
源
頼
朝
墓
）

来迎寺
（西御門）　
 

鎌倉国宝館　
 

大巧寺

蛭子神社 

鎌倉彫会館・鎌倉彫資料館

鎌倉市
鏑木清方
記念美術館

護
国
寺

鎌
倉
市

川
喜
多
映
画
記
念
館

浄光明寺

妙隆寺

妙本寺

若
宮
大
路

横
浜
鎌
倉
線

小
町
大
路

金沢街道

窟堂小路

横大路

小
町
通
り

鶴
岡
八
幡
宮 

至 

北
鎌
倉

三ノ鳥居

21

204

21

⬇大町・名越　P26

⬆北鎌倉　P66

➡
金
沢
街
道
・
二
階
堂
・
十
二
所

　
P
37

　
鎌
倉
駅
西
口
・
源
氏
山

⬅（
扇
ガ
谷
・
佐
助
）

　
P
60

散策ルート

A B C D

1

2

3

4



12

N

0m 50m

鶴
岡
八
幡
宮
境
内
図

鎌倉文華館
鶴岡ミュージアム

茶寮 風の杜

鶴岡幼稚園

社務所

齋館
流鏑馬馬場

若宮
（下宮）

柳原神池鶴亀石

本宮（上宮）

大
石
段

宝物殿
楼門

「親」銀杏と
「子」銀杏

舞殿祖霊社

丸山稲荷社
車祓所

鶴岡文庫

宇佐神宮
遙拝所

御谷休憩所

今宮（新宮）

旗上弁財天社

神苑ぼたん庭園

政子石

太鼓橋

三ノ鳥居

源氏池

休憩所

平家池

手水舎

白旗神社

由比若宮
遙拝所

柳原休憩所 鎌倉国宝館

研
修
道
場

P

P

至 

建
長
寺

至 鎌倉駅方面

バ
ス
停

（
八
幡
宮
裏
）

バ
ス
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岡
八
幡
宮
前
）

横
浜
鎌
倉
線

横大路若
宮
大
路

本宮（上宮）は十一代家
いえ

斉
なり

によって文
ぶん

政
せい

11年
（1828）に修築造営された社殿であるという。
江戸幕府による修造は、天

てん

保
ぽう

8年（1837）、
弘
こう

化
か

2年（1845）にも行われている。
古くは鶴岡八幡宮寺と言われてきて神仏

習合の場所であった。明治時代初期には神
仏分離令による廃

はい

仏
ぶつ

毀
き

釈
しゃく

で多くの仏教的
な宝物を失うも、明治3年（1870）5月まで
には現在の社容をみるに至り、時代を問わ
ず篤

あつ

い崇敬を受け続けてきた。境内一帯は、
材
ざい

木
もく

座
ざ

の元
もと

八
はち

幡
まん

と併せ国史跡となっている。
本
ほん

宮
ぐう

（上
じょう

宮
ぐう

）御祭神は、応
おう

神
じん

天皇・比
ひ

売
め

神
がみ

・神
じん

功
ぐう

皇
こう

后
ごう

の三柱。
応神天皇の子・仁

にん

徳
とく

天皇を始め、履
り

中
ちゅう

天皇・仲
なかの

媛
ひめの

命
みこと

・磐
いわ

之
の

媛
ひめの

命
みこと

を祀る若
わか

宮
みや

（下
げ

宮
くう

）は、本宮とともに国重文である。
さて、三ノ鳥居をくぐると、石の反

そり

橋
ばし

の
太鼓橋が、東西に広がる「源

げん

平
ぺい

池
いけ

」に架かっ
ている。東の池（源氏池）の南縁が「神

しん

苑
えん

ぼたん庭園」、その中の島に「旗
はた

上
あげ

弁
べん

財
ざい

天
てん

社
しゃ

」、その社殿裏手に「政
まさ

子
こ

石
いし

」がある。弁
財天は昭和31年（1956）に再建され、現
在の旗上弁財天社は、鶴岡八幡宮創建

13

る道、「流
や ぶ さ め

鏑馬馬場」である。通過すると東
に社務所、西が手水舎である。さらに進む
と、文治2年（1186）に世に有名な静

しずか

御
ご

前
ぜん

（義
よし

経
つね

の 妾
めかけ

）の唄舞が行われたとされる若
宮廻廊跡に建てられた「舞

まい

殿
でん

」（下
しも

拝
はい

殿
でん

）があ

る。これを東に進むと若宮（下宮）の前に出
る。社殿は本殿・幣

へい

殿
でん

・拝殿からなる流
ながれ

権
ごん

現
げん

造
づくり

（国重文）。さらに東に、 柳
やなぎ

原
はら

神
しん

池
ち

を
渡ると「由比若宮遙

よう

拝
はい

所
じょ

」。八幡宮の前身で
ある「由

ゆ

比
い

若
わか

宮
みや

（元
もと

八
はち

幡
まん

）」は、材木座に鎮

小町通り・若宮大路エリア

政
子
石
（
夫
婦
円
満
の
祈
願
石
）

源
平
池
（
源
氏
池
）

源
平
池
（
平
家
池
）

旗
上
弁
財
天
社

大石段
800年にあたる昭和55年

（1980）年に、文
ぶん

政
せい

年
間の古図をもとに再建さ
れたものという。

西の池（平
へい

家
け

池
いけ

）の
南縁に茶寮「風の杜

もり

」
があり、北縁の畔にあ
るのが「鎌倉文華館 鶴
岡ミュージアム」（P17）、
その北側に鎌倉文華館 
鶴岡ミュージアム カフェ
＆ショップがある。

太鼓橋横の赤橋を渡
り少し進むと東西に走
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鎌倉市鏑木清方記念美術館…… 21／11A2
源氏山公園………………………… - ／60C2
円応寺…………………………… 76／66C2

 紅葉（開花時期：11月中旬～12月上旬）
物件名………………………………………… 掲載頁／地図　

英勝寺…………………………… 61／60D2
明王院…………………………… 45／37C3
覚園寺…………………………… 40／33A1
浄妙寺…………………………… 43／37C2
明月院…………………………… 71／66B1
寿福寺…………………………… 61／60D2
円覚寺…………………………… 66／66B1
建長寺…………………………… 73／66C2
御霊神社………………………… 56／48B2
一条恵観山荘 （かふぇ楊梅亭） 44／33C3
高徳院（鎌倉の大仏） ………… 47／48C1
安国論寺………………………… 30／26D3
鎌倉宮（大塔宮） ……………… 39／33B2
荏柄天神社……………………… 41／37A2
鶴岡八幡宮……………………… 10／11C1
瑞泉寺…………………………… 38／37C2

妙本寺…………………………… 27／26C1
源氏山公園………………………… - ／60C2
佐助稲荷神社…………………… 64／60A2
延命寺……………………………… - ／26A2
長勝寺…………………………… 36／33C2

 梅（開花時期：2月下旬から3月上旬）
物件名……………………………………………掲載頁／地図　

明王院…………………………… 45／37C3
浄妙寺…………………………… 43／37C2
浄智寺…………………………… 70／66A2
明月院…………………………… 71／66B1
極楽寺…………………………… 59／48A3
安国論寺………………………… 30／26D3
鎌倉宮（大塔宮） ……………… 39／33B2
荏柄天神社……………………… 41／37A2
瑞泉寺…………………………… 38／37C2
長谷寺…………………………… 51／48B2
宝戒寺…………………………… 19／11C3

その他季節の花々は、各物件ガイドで紹介しま
したので、ご参照下さい。

鎌倉宮　提供：鎌倉市観光協会 妙本寺　提供：鎌倉市観光協会

宝戒寺　提供：鎌倉市観光協会 荏柄天神社　提供：鎌倉市観光協会
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■鎌倉二十四地蔵尊
お地蔵様で親しまれている「地蔵菩薩」は、釈迦の没後弥勒菩薩が如来として姿を現わすまでの間、私たちを救済してくれる仏と言わ
れている。日本では平安時代から盛んに信仰されるようになったが、江戸時代には民衆に最も親しまれる仏となり、その頃流行し始め
ていた霊場巡りに合わせて、鎌倉の地蔵尊巡礼の二十四ヶ所霊場もこの頃に定められたようだ。現在の二十四ヶ所霊場は、明治初
年の神仏分離令などのため、多くの像が損亡したのを惜しみ、明治34年（1901）に鎌倉市内を中心に、新たに定められたもの。

名称 寺院名（宗派） 参照頁

解説　地蔵尊の縁日は毎月24日

第１番 子
こ

育
そだて

経
きょう

読
よみ

地蔵 宝戒寺（天台宗） 19

本堂にある本尊「木造地蔵菩薩坐像」。朱印は本堂内の受付で。
第２番 岩上地蔵（報恩寺地蔵） 来迎寺（西御門）（時宗） 20

岩を模した台座の上に坐していることから「岩上地蔵」と呼ばれている。事前に電話で堂内拝観の申し出を。朱印は寺務所で。
第３番 黒地蔵（火焚地蔵） 覚園寺（真言宗泉涌寺派） 40

地蔵堂の本尊「木造地蔵菩薩立像」は、毎日決まった時間に寺の人が一緒に境内の主なエリアを案内。朱印は拝観案内所で。
第４番 身代地蔵 杉本寺（天台宗） 42

本堂の地蔵菩薩像。観音堂の脇に並ぶ六地蔵と共に祀られた「杉本太郎身代地蔵」（御前立）。
第５番 塩

しお
嘗
なめ

地蔵 光触寺（時宗） 46

本堂前の小さな地蔵堂に安置されている「石蔵地蔵菩薩坐像」。本堂脇にあるインターホンで朱印依頼を。
第６番 尼将軍地蔵 杉本寺（天台宗） 42

本堂に尼将軍地蔵。朱印は本堂拝観受付で。
第７番 どこもく地蔵尊 瑞泉寺（臨済宗円覚寺派） 38

境内奥の名勝瑞泉寺庭園の手前にある小さな地蔵堂。朱印は境内の右側に位置する庫裏で。
第８番 詫

わび
言
ごと

地蔵 円応寺（臨済宗建長寺派） 76

本堂左手前に「木造地蔵菩薩半跏像」。朱印は山門をくぐった寺務所で。
第９番 心

しん
平
ぺい

地蔵 建長寺（臨済宗建長寺派） 73

仏殿に本尊「地蔵菩薩坐像」、その脇、千体地蔵に囲まれて安置する。朱印所は拝観口の向かい側。
第10番 斎

さい
田
た

地蔵（身代地蔵） 建長寺（臨済宗建長寺派） 73

木造地蔵菩薩の小像が伝えられ、「宝物風入」のときに拝観できる。摸刻像が納められている、仏殿本尊の地蔵菩薩像をお参りする。
第11番 勝

しょう
上

じょう
嶽
けん

地蔵 建長寺（臨済宗建長寺派） 73

半僧坊大権現本堂の先の勝上嶽地蔵堂は、建長寺の最奥に位置していて、建長寺の総門から厳しい階段など徒歩約30分。
第12番 聖

ひじり
比
び

丘
く

地蔵 浄智寺（臨済宗円覚寺派） 70

「木造地蔵菩薩坐像」は、　鎌倉国宝館に寄託。朱印は拝観口の裏手側、拝観順路とは反対方面にある書院の横の庫裏で。
第13番 手

て
引
びき

地蔵 正続院（非公開）（臨済宗円覚寺派） 66

円覚寺内。拝観は出来ない。朱印は円覚寺拝観口隣の納経所。
第14番 延命地蔵 佛日庵（臨済宗円覚寺派） 68

本堂本尊の「地蔵菩薩坐像」は堂外から拝観。朱印は拝観料を払う時にお願いしておく。
第15番 岩

いわ
船
ふね

地蔵 海蔵寺（臨済宗建長寺派） 63

岩船地蔵堂本仏石造地蔵尊は堂内奥に祀られ拝観は出来ない。八角堂の扉に設けられた隙間から御前立の木造地蔵尊を拝む。
朱印は海蔵寺の庫裏で。
第16番 綱

あみ
引
ひき

地蔵 浄光明寺（真言宗泉涌寺派） 62

決まった日だけに公開される２段目以降の平場。３段目の平場、奥の岩壁に彫られたやぐらの中に石造網引地蔵。朱印は境内の入っ
てすぐ左側の庫裏で。
第17番 矢

や
拾

ひろい
地蔵 浄光明寺（真言宗泉涌寺派） 62

３段目の平場、コンクリートの建物が収蔵庫。本尊阿弥陀如来を含む阿弥陀三尊を安置。その左脇に矢拾地蔵。

鎌倉霊場巡り
鎌倉霊場巡り
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